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どんな効果があるのか？ユニークな新人研修（第3回）
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「わずかな食料と最低限の道具だけで、無人島で3日間暮らす」という、過酷な研修を行っている企業があります。「チキンラ
ーメン」「カップヌードル」でおなじみの日清食品ホールディングスです。

同社がこのようなサバイバル研修を行う理由としては、肉体的・精神的な「骨太さ」を身に付けるためです。困難にくじけない
強さを培うだけでなく、自社商品への愛着まで深める狙いもあるといいます。

無人島ではチキンラーメンを作ることすら難しい

瀬戸内海に浮かぶ、電気も通らない無人島でのサバイバル研修に挑む社員に与えられるのは、わずかな食料と最低限の
道具だけ。食料は同社のヒット商品であるチキンラーメン3袋と、水、米、小麦粉、道具も釣り糸と釣り針、ビニールシートとひ
も、そして火起こし器です。

さらにいえば、スマートフォンや時計、ライターといった私物は無人島に持ち込むことはできません。そのため、ネットで情報
を調べる、時刻を知るといった、日常生活であれば簡単なこともできなくなります。

火もわざわざ火起こし器を使う必要があるため、チキンラーメンを作ることでさえも困難になります。落ち葉を集めて、火起こ
し器でわざわざ点火をしなければいけませんし、鍋や器の代わりとなるようなものを用意する手間もあります。火がおこせな
い場合は、チキンラーメンをそのままポリポリと食べるしかありません。

無人島はビジネス以上に困難な環境

実はこの研修、「管理職の新人」に向けた研修の1つです。日清食品ホールディングスでは、「1人で生き抜く力」を養い、身
体的・精神的に骨太な管理職を育成するために、このような大自然の中でのサバイバル研修を実施したとしています。

確かに、身体面でも精神面を鍛えるには、無人島は最高の環境かもしれません。先ほど触れたように、食料はわずかほどし
か与えられないため、足りない食料を補うためには自力で調達するしかありません。ですが、釣りをするにしても、用意され
ている道具は釣り糸と釣り針だけ。これらを拾った棒にくくり付けて、自作の釣り竿を作る必要があります。

もちろん、釣り竿ができたとしても、魚が確実に釣れるとは限りませんし、釣れたとしても、火をおこして焼く手間があります。「
食」に関する度重なる障壁の連続に、参加者は精神的な負荷を感じることでしょう。

体力面でも負荷があります。研修は9月に実施されるため、参加者は晩夏の日差しにさらされることになります。しかも、布団
やベッドもないため、ゆっくりくつろぐこともままなりません。特に雨や風が厳しい場合は、シートを活用してうまくしのぐことが
求められます。
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無人島は、あらゆる場面で創意工夫をしなければならない、ビジネスの現場以上に困難な環境なのです。

「食」に携わる自社の使命を知る… 続きを読む
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